
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】もとの数列から新たに作られる 段差の数列 を考えることで，もとの数列を式で表すことができる

□階差数列

　数列  の隣り合う項の差をとって順に並べると，別の数列が得られる。この数列を使って，もと

の数列  の一般項が求められることがある。

     

        

 

                   

　　のとき　　　          
 

 

  

少ない

数列  の隣り合うつの項の差　

　　　　　　　       　（後ろ前）

    

を項とする数列  を，数列  の階差数列という。

  

 

例１２）　　　　　　数列　，，，，，，……の階差数列を  とする。

　　階差数列  は

　　　　　　　　　　　　　　　　　    

初項，公差の等差数列であるので　　　  

数列  の第項は，      から　　　       

と計算できる。

○　階差数列を用いて，もとの数列の一般項を表すことを考えてみよう

                       

                  



                 

     

            

              

                    

                 

     
 

 

  

  

数列  の階差数列を  とすると

　　　　     

　　　　     

　　　　     

　　　　…………

　　　       

これらの  個の等式を辺々加えると，

のとき

　             

よって

　             

　　　　  
 

 

  



   

   







 




    
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     

     
 

 

  

　階差数列を利用して，与えられた数列の一般項を求めてみよう。

例題８）次の数列  の一般項を求めよ。

，，，，，

　　　　　　      

　数列  の階差数列を  とすると，  は

　　　　　　　　　　　，，，，，……

　　　となり，これは初項，公差の等差数列である。

 
 



  



　　　よって　　　    

　　　ゆえに，のとき

　　　　　　　　　    
 

 

    
 

 

 
 

 

 





　　　　　　　　　　 
 
   

　　　すなわち　　  
 　……①

　　　①でとすると  が得られるから，①は　のときにも成り立つ。

　　　したがって，一般項は　　  
 
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